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　砂川地区で兼業農家として稲作を続ける黒田さん。県
内各地から自慢のお米をが集まり味を競う「お米甲子園」
で、昨年奨励賞を獲得しました。
　「お客さんにもっとおいしいお米を食べて欲いしけれど、
気温の面で稲作には適さないこの地でどうすればよいの
か」と定年後も続けていた仕事を辞め、農業に専念し始め
たのが8年前。「稲作の8割は土作り」と話す黒田さんが行
き着いたのは無農薬・肥料から手作りする酵素農法でした
。自分のお米の実力が知りたくなった黒田さんは「お米甲
子園」に参加。応募総数３４６点の中から決勝に進出し、奨
励賞に選ばれました。「上には上がいる」と思い続けてわ
ずが4年目で奨励賞を獲得。優勝は逃しましたが機械によ
る食味検査では1位を獲得し、「自分のやり方は間違って
いなかった」とひとまずは納得したそう。「しかし満足はせ
ず、これからも米作りを追及してゆきます」。

　17年前から稲美町で、化学肥料や農薬に頼らない
「自然農法」で、米や野菜作りを行う岩本邑（さとし）さ
ん。
　肥料は米ぬか、魚カス、油カスを発酵させた自家製の
有機肥料を使用。土壌中の微生物が生息しやすい環境
を作り、土本来の力を利用した米作りに取り組んでいま
す。
　自然農法で一番大変なのは草ひき。岩本さんは田植
え後に米ぬかを一面にまく「米ぬか除草」を採用。米ぬ
かの油分がゆっくり沈んで膜が土壌を覆うことで、雑草
の生育を抑えるそう。米ぬかは肥料になり、コストの削
減にも。
　米ぬかを散布できない
水田は、重さ約20㎏の
大きな熊手のような道
具で土壌をかき、雑草の
芽を取り除きますが、こ
れがかなりの重労働だと
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黒田さんのお米は、1人で生産していること
もあり、今までの常連客の分しかなく、残念
ながら一般の人が購入することはできませ
んが、どうしても食べてみたい人は、直接訪
ねれば相談に応じてくれるそう
【住所】姫路市豊富町御蔭362

（上）「棚田LOVER’s（ラバーズ）」の理事長・
永菅さん（右から2人目）と、市川町寺家地区
で棚田を守り続けている津田さん一家。（下）
棚田LOVER’sのイベントで、地域や都市部の
人を交えて一緒に手植えした稲

育む

挑戦

あ

おいしいと食べてくれる
人のために日々追求

　「お米甲子園」は、兵庫県内で生産され、出荷さ
れているコシヒカリ・キヌヒカリ・ヒノヒカリを対象に
したお米の品評会。生産者のよりおいしいお米の
生産意欲向上と、兵庫県産米のイメージアップを図
るために開催される同大会は、今年で7回目を迎え

お米甲子園とは？

　日本の山間部で昔から稲作が続けられている「棚田」。後継者不足や
赤字の経営などが原因となり減少し続けています。そんな棚田の保全と
復興を目的に、市川町と香美町を中心に活動している「NPO法人　棚田
LOVER’s（ラバーズ）」の理事長永菅裕一さんに話を聞きました。
　大学で環境人間学を学んでいくうちに農作物ができるまでの生産者
の努力とありがたさに気づいた永菅さん。消費者と生産者の関係が希薄
になっていく中で「興味を持ってもらうには実際に作物を栽培し、食べて
いただくことが一番分かりやすいのではないか」と、子どもや多くの人々
に農作業を体験してもらえるイベントを開催しています。「担い手育成と
消費者拡大につながるよう活動していきたい」と話す永菅さん。
　11月21日（日）には収穫祭と玉ねぎを植えるイベントが開催されます。
興味のある人はHPを見るか直接連絡を。☎090（2359）1831

体験し、食の大切さを実感
美しい棚田を将来に残したい！

米作りは山を登るようなもの

岩本さんのお米は神戸のオー
ガニックレストランへ。もち米
のようにもちもちとした食感の
玄米は好評だとか

◀2面につづく

ます。「食味計」という機械で一括して科学的に
数値を測り、県内各地10地区からそれぞれ1位
を選出。勝ち残ったものを本大会で一般の消費
者審査員も含め食べ比べて優勝を決めます。
　同大会ではこの消費者審査員と本大会観戦者
を募集中。詳しくは、お米甲子園実行委員会事務
局まで問い合わせを。☎078（361）3318

検索棚田LOVER’s


